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ドゥロス・ホープ号　
	U アジア全域 	� 1年間または2年間
	| ロゴスホープ号よりも小さい５階建てで、乗
組員は約１４０人。船内ではIT、エンジニア、
コミュニケーション、ギャリー（厨房）、ブッ
クフェアなど様々な役割があり、自分の能力
や経験、賜物を活かした奉仕の機会が多くあ
ります。多国籍の兄弟姉妹と共に船での宣教
を経験してみたい方、ぜひＯＭ日本事務局に
お問い合わせください！

2023年短期宣教 
募集要項 P5

OM日本ニュース第89号　2023年冬号

私の心の中の物差し

新OM船
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近況報告

OMのミッションステートメント：私達の願いは、最も福音が伝えられていない人々の間で、 
イエスに従う者による生き生きとしたコミュニティが形づくられることです

グローバル •ミニ

P6

フィールド報告 
「未伝地に福音を！」

特集

特集

教会の祝福と 
人々の救いのために

P2

P4

連載

P3



2

の段階に分けてトレーニングを行ってい
ます。
そして1月には、1ヶ月のビジョン・ト
リップがあります。これはOM日本の8つ
のチームを訪問し、どのような働きが行
われているかを知るため、そして主が自
分をどこに召しておられるかを知る訪問
となります。

③exOMerとの協力
「exOMer」とは、かつてOMを通して
宣教に参加していた人たちのことです。
心を燃やして世界宣教に参加された日
本人がたくさんおられます。OM日本は
そんなexOMerのお一人お一人を尊敬し、
また与えられた関係を大切にしたいと
願っています。
コロナも少しずつ落ち着きを見せ、移
動や対面での集会が可能になってきまし
た。OM日本は今後、exOMerとの協力を
願っています。それは、OM日本に与えら
れている使命「日本の教会の祝福となる」

教会の祝福と 
人々の救いのために

OM日本の使命
・日本の教会の祝福になる
・日本人の救いのために用いられる	

失敗を通して問われることがありま
す。それは「何が大切か」という本質
です。この半年を通して、主はOM日
本の使命をさらに明確にしてくださっ
ています。私たちOM日本は、日本の
教会を尊敬し、日本の教会に仕えたい
と願います。主が私たちを日本の教会
の祝福・喜びとして用いてくださるこ
と、また一人でも多くの日本人がイエ
スキリストを信じ天に名が記されるこ
とを願います。

使命を果たすために
使命を果たすために、主が教えてく
ださっている3つのことがあります。
①チームの構築、②新人宣教師のト
レーニング、③exOMerとの協力です。

①チームの構築
OM日本が大切にしていることは、

『チームで宣教する』ことです。
私たちは単独で宣教師を送ることは
ありません。必ずチームで宣教師を送
り、現地の教会に仕え、宣教活動を行っ
ていきたいと願っています。
『ひとりのスーパースター』ではな
く、『ごく平凡な私たち』がチームと
して用いられる。まさに聖書の原則の
通りです。「イエスさまを愛して宣教
したい！」と願う人が誰でも加わるこ
とができ、チームで宣教する。前任の
スティーブン・スミスドルフ氏が大切
にしてきたOM日本の価値観です。
現在、OM日本には10カ国以上か

ら50名近くのチームメイトが在籍し
ています。様々な文化や考え方が織り
混ざる中、お互いを理解し尊重し合い
ながらイエスさまを中心にチームで働
きをします。
また、チームで働きをする上で大切
なものは、「リーダー」の存在です。
リーダーは立場ではなく「役割」で
す。リーダーシップは人々を祝福する
ための「道具」です。それをどのよう

2022年4月からOM日本新体制がスタートしました。
この半年余り、主は多くの祝福を与えてくださいました。
同時に失敗も経験しましたが、その中で主は大切なこと
を教え、OM日本に前進を与えてくださっています。

三重県のＯＭ日本トレー
ニングセンターの外観が
YouTube で視聴できます 
日本語／英語字幕 
時間：1 分に使うか。私たち罪人にとってリー

ダーとなることは、人々の祝福になり
得ると同時に、様々な罪の誘惑や罠、
攻撃などの危険も伴います。
私たちは主の前にへりくだり、「仕
えるリーダーになりたい」と心から願
います。現在、4つの地区、8つのチー
ムがあります。
4人の地区リーダー、8人のチーム
リーダーが立てられています。将来、
OM日本からさらに新しいリーダーた
ちが起こされること。そして、新しい
地区へ宣教拡大されることを願って
います。

②新人宣教師のトレーニング
2022年10月から、新しく『新人宣
教師トレーニング』が三重県鈴鹿市で
スタートしました。
主はOM宣教師の井上希さんを派遣
国から日本に送り返してくださり、ト
レーナーとして立てられ、準備が進め
られて来ました。
第一回目の『新人宣教師トレーニン
グ』は、シンガポールから夫婦、マレー
シアから男性、そしてアメリカから韓
国系女性が参加しています。10月か
ら12月まで、3ヶ月のトレーニング
が行われます。日本語の勉強を毎日
行います。また『Knowing Self(自分
自身を知る)』『Knowing Team(チー
ムを知る)』『Knowing Japan(日本を
知る)』『Ready to Serve(仕える準備)』

３ヶ月に一度のオンライン祈祷会では「過
去」「現在」「未来」の OMer たちが集う
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以前ＯＭ宣教に関わった人たちの、
帰国後の歩みをテーマにしています。

私はムスリムの人々が暮らすＴ国で４年間、奉仕しました。最初は主
に現地語と文化の習得に取り組みました。その後、現地教会へのサポー
ト、また大学での日本語教育に従事しながら学生たちに福音を伝える
努力をしていました。
OMチームは互いに励まし合い、色々な働きを展開していました、しか
し日本人は私一人だったため、チームメイトは誰も私の大学での働きを
助けられず、困難がある時はとても孤独でした。ある日、チームの半数
の者に国外退去命令が出ました。みなひどく動揺しました。なんとかこ
の危機は乗り越えられたものの、自分の直属のチームが無くなってしま
い、私も一度仕切り直そうと日本に帰国することにしました。
帰国後の一年間、支援してくださった教会を訪問し、Ｔ国での働きと
状況を報告しました。宣教報告の旅はとても有意義でした。しかしいく
つも教会を訪問するうちに、私は日本の教会の伝統的な礼拝形式に違和
感を感じるようになり、批判する気持ちが強くなっていきました。「日本
の教会を批判する、私の心の中の物差しは何なのだろう…」悩む私に神
学校での学びの機会が与えられ、２年間学ぶことができました。教授の
ほとんどは外国人、授業もバイリンガル。生徒にも外国人がいて、私が
再び日本に慣れるまでの期間、親しくなった彼らとの温かい関係に支え
られました。宣教地のＴ国では実践が優先されがちで、じっくり聖書を
学ぶ機会が少なかったので、神様が私を整えるために学ぶ期間を与えて
くださったのだと思いました。また、所属教会では特に青年達との交わ
りに支えられ、身体だけでなく心も、徐々に日本に戻ることができました。
帰国後、唯一さみしく思ったことは、Ｔ国の人々に会えないこと、そ
して現地語を理解する人が周りに誰もいないことでした。しかしその後、
神様が日本への留学生受け入れの門を広げてくださいました。そしてか
つての日本語教室の教え子たちが幾人も日本に来ることができ、再会す
ることができました。
帰国してから１５年。結婚し、夫が牧師になり、今は子育て真っ最中
です。今思わされていることは「日本の宣教、そして教会形成は難しい」
ということです。しかし日々祈りの中で神様に聞き、兄弟姉妹と共に取
り組んでいこうと励んでいます。

私の心の中の物差し

2023年の夏頃、exOMerの方々と顔と顔を
合わせ、主が与えてくださる世界宣教のビジョ
ンと情熱を共に受け取りたいと心から願って
います。またOMインターナショナルからゲス
トを迎えることができれば！と計画していま
す。この『exOMer集会』には多くの協力が必
要です。「協力したい！」といってくださる方
は、ぜひ船越信哉までご連絡ください。　	
※shinya.funakoshi@om.org

対面での『exOMer集会』
を計画しています

コンサイスバイブル・アプリをまだイエス様を信じて
いないご家族や友人に送ることで、福音を広める活動
の一環になることを願います。この時代に与えられた
一つの素晴らしい宣教の方法です。私たちOM日本も、
このアプリを通して一人でも多くの日本人がみことば
に触れることができることを願っています。

「日本人の救いのために用いられる」ことが果たさ
れ、主の御名があがめられるためです。日本各地に
exOMerがおられます。その方々と協力し、日本国
内での宣教が前進できるよう、お祈りください。

①チームの構築、②新人宣教師のトレーニング、
③exOMerとの協力。
主から教えられているこの3つを大切にしなが
ら、OM日本は「日本の教会の祝福となり」「日本
人の救いを勝ち取っていく」宣教団体へ、さらに
整えられていきたいと願っています。引き続きOM
日本のためにお祈りください。
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私たちOM三重チームは今年、二つの
伝道活動イベントを開催しました。
①　３月、三重県鈴鹿市西部に位置
する鈴峰地区において、地元クリスチャ
ン６人、県外からの応援６人で、計４日
間の伝道週間を持ちました。クリスチャ
ンで救いと信仰をはっきりと持っている
方なら、教団教派を問わず参加可能な
活動でした。まず、それぞれが４１１と
いう１時間のトレーニングを受けた後、
小グループに分かれて出発しました。昼
間は鈴峰地区の農村集落を歩いて回り
ながら、祈り、または聞いてくださる方
に信仰の証やイエスの救いの話をしまし
た。夜は市内のイオンモールで同じ方法
で伝道をしました。
②  ８月の酷暑の中、三重県最北端の
教会未設置エリアである「いなべ市」で、
「平安の子さがし」という伝道を３日間
行いました。三重県を含めた７つの県か
ら、計３０人が集まりました。３月と同
じように、明確な救いと信仰のあるクリ
スチャンなら所属教会を問わずに参加可
能にしました。宣教師も３つの団体から
参加してくださいました。ＴＣＵ、ＫＢＩ、
ＣＢＳの神学生たちも応援に来てくれま
した。農村集落の家を一軒一軒訪ねて、
家族の祝福または病気のため、祈りの
オファーをし、聞いてくれる方にはイエ
スの救いを語りました。夜は近隣のイオ
ンモールにて伝道を続けました。３日間
の活動で９人が主を救い主として受け入
れました。

当初、コロナ禍で都会の人が田舎に
移動、また家々を訪問することに拒絶や
反感などあるのではないか、と思いな

がらの参加でした。しかし実際に訪問
伝道が始まると、それは全て取り越し苦
労だったことに気付かされました。そし
て再訪問にＯＫをくれる方も多数おられ
たことに、本当に励ましを受けました。

今回の２つの伝道で、「信じた人の数」
以外でのメリットを３つ書かせていただ
きます。
１　歴史的な見解から：歴史上今ま

で一度も教会がない地域であり、檀家
のお家もたくさんある日本の伝統宗教
がはびこる地域において、「福音を語る」
機会が与えられました。これはその地域
の歴史上初めてかもしれません。また
鈴峰地区、いなべ市と両地域において、
フォローアップをする地元の人員が存在
していることに更に感謝します。
２　クリスチャンたちのコラボ：三重
県は超教派集会やカンファレンスなどが
無いマイナーな県です。その三重県で、
伝道に思いを持つクリスチャンが教団
教派を超えて集まって共に活動できまし
た。これは壁に風穴を開けたように思い
ました。宣教団体も、ＯＭ宣教師の他２
つの団体から参加。神学校は３校から
神学生が参加してくれたのは更なる感謝
でした。
３　宣教の働きの広さと深さ：県内の
クリスチャンで、「歩いてみんなと集落を
回ることができない」という人達も、県
外の方の宿泊のために家を開放したり、
みなさんの食事の用意をしたりして、そ
れぞれのできることで伝道活動に協力
しました。これは神の国の建設作業の
「働きの広さ」を知ることができる素晴ら
しい機会を得られたと思いました。

また昨今、日本国内においての伝道
は９割以上、教会堂内のイベントに人を
招く、いわゆる「勧誘＆コンサート形式」
がほとんど。今回の伝道のような「実際
に出て行ってみことばを語る」という働
きができたのは、宣教の「働きの深さ」
を知る貴重な経験だったと思いました。

コロナ禍の「関わらない社会」の習
慣の中で、ますます魂と精神の飢え乾き
が高まり、イエスキリストこそが希望で
あることを世に伝えねばと思わされてい
ます。三重チームとしては今後ともこの
ような活動を続けていこうと思っていま
す。お祈りに覚えてくれたら感謝です。

「未伝地に福音を！」

❶ ❷

❸

❹❺❻

❶イエス様を受け入れた子供たち❷毎月の祈祷登
山をするいなべ出身の横田さん❸❹どこにでも行
きます❺イオンモールでの伝道前の指導と祈り 
❻全国で平安の子のリードをする播牧師

平安の子さがしとは？

現在まで 
北海道／青森県→高知県→
山形県→熊本県→奈良県→
三重県→福島県 
の各地にて開催

平安の子探し（英語名 "Finding the 
Person of Peace"）はアジアの多数の
国で長年おこなわれ、実証されてきた
伝道の方法です。日本ではアジアンア
クセス（旧ＪＣＧＩ）が声がけをして、
地元の牧師会、宣教会、また宣教団体
とのコラボにより開催されています。

三重県フィールド
レポート



　　アメリカ・OM船の書庫での働きと学び　
	U アメリカ 	� 2023年1月より、毎月受け入れ可能

	� 応募締切  開始月２ヶ月前まで
	Õ 1095 イギリスポンド
	Z 18歳以上、英語不得意な方も参加可能
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　　セルビア共和国でのムスリム難民の支援　
	U セルビア共和国 	� 2023年2月10日～2月17日	

応募締切  2023年1月3日
	Õ 225 イギリスポンド
	Z 18 – 65歳　基本的な英語は必須。

	| クロアチアとの国境付近の高速道路沿いにある、Adaševci Refugee Camp
という難民キャンプで活動。キャンプ内にはOMの「ティーテント」があり、
難民の方々がそこでお茶やコーヒーを飲んだり一緒に卓球などのゲームを
したり、リラックスしておしゃべりしたりできるスペースになっています。

	| 奉仕内容：ティーテントでの飲み物の提供、テント周辺の清掃また洗濯な
どの働きを通して難民の方々と交流し、キリストの愛を示す働きです。テ
ント運営の働きの中で難民の方々と共に時間を過ごし、スポーツをしたり、
ゲームやクラフトをしたり、語学レッスンをしたりする機会もあります。
共に過ごす中でイエス・キリストへの信仰を伝えるチャンスがあります。	
＊ボランティアは常時募集しますので、２月以降もお問い合わせください。

　　フランスにて教会開拓の支援　
	U フランス 	� 2023年4月1日〜4月9日	

応募締切  2023年2月20日
	Õ 265 イギリスポンド
	Z 18以上　フランス語不要、英語は必須。

	| フランスにある2つの教会の開拓伝道を支援。近隣の町に新しい教会
が建つことを信じて出かけて行き、イエスの愛を分かち合います。

	| 奉仕内容：このアウトリーチでは、教会が地域社会との良い関係を
築き、福音を分かち合えるよう手伝います。パリ郊外のアルパジョ
ン教会では、隣町に教会を建てる準備としてプレイヤーウォーク（祈
りながら歩く）や街頭伝道など、地域の人々が教会に関心を持ち心
を開くための働きをします。 OMのチームが去った後も、このアウ
トリーチウィークの効果が継続することを願い、取り組みます。毎
日の働きの前に、共に祈り礼拝する時間を持ちます。この時間を通
して神様がまず私たちに触れ、変えてくださることを求めて一日を
始めます。

　　ＳＴＥＰ：ＯＭ船ロゴスホープ号に乗船　
	U ロゴスホープ乗船 	� 2023年6月1日〜8月16日	

応募締切  2023年4月5日
	Õ 1240 イギリスポンド
	Z 18 - 39歳、基本的な英会話能力は必要

	| STEP (Short Term Exposure Programme)とは、ＯＭ宣教船ロゴス
ホープ号への２ヶ月半の乗船を体験できるユニークなプログラムで
す。船上での生活はテンポが速く時に難しさもありますが、奉仕の心、
学ぶ姿勢、柔軟性を持ってぜひご参加ください！一生に一度の素晴
らしい経験になります。

	| 活動内容：さまざまな国の人々と共に生活し働くことで、異文化で
のクリスチャンの働き人に必要なことを直に経験することができま
す。日中は船内のいずれかの部署で実務を行います（週40時間／
1日8時間）。週に1日はミニストリーDayで、船上でのプログラム
や陸上でのイベントなど、指定されたミニストリーに参加します
（COVID-19の制約が適用されます）。基本的な英会話能力は必要。

　　
	| アメリカ・サウスカロライナ州のフローレンスにあるOMシップス•インターナショナ
ルのキャンパスにて、神様に仕え訓練を受けることのできるプログラムです。宣教の
経験がほとんどない人や、英語を上達させたい人に最適です。異文化への、また「宣教」
と「教会動員」についてのより深い理解を得る機会を提供します。

	| 奉仕内容：ミニストリーセンターでの本の仕分け・梱包作業。• 毎週行われるデボーショ
ン、祈り会、その他のチームイベントなどOM シップス フローレンスのチーム生活に
完全参加します。• アメリカ文化を体験。• 毎週木曜日行われるミッション＆モービラ
イゼーションクラスでは、宣教をより理解し、異文化とより良く関わるための基礎知
識を学びます。• 地元の教会を訪問、参加します。• 英語の訓練ができます。

STM短期宣教募集要項
写真：オフ・ザ・グリッド NZ より。１０日間、
スマホやメディア断食しながら創造された素
晴らしい自然を体験する

写真：セルビア国内にある難
民キャンプの支援活動の様子。
ティーハウス、卓球、サッカー、
洗濯や掃除の奉仕を通じてキ
リストの愛を伝える活動。

　オフ・ザ・グリッド NZ（スポーツ弟子訓練）
	U ニュージーランド 	� 2023年4月10日～4月20日	

応募締切  2023年2月24日
	Õ 555 イギリスポンド
	Z 18 - 28歳　基本的な英会話能力必要

	|「オフ・ザ・グリッド NZ」ではニュージーランドの奥地で神様の言葉を、
主の使命に生きる人生を、探求するものです。このプログラムは• メンタ
リング＆弟子訓練　• 聖書研究＆リーダーシップ・トレーニング　• アウト
ドア・アドベンチャー＆メディア断食

	| 活動内容：• 18歳〜28歳のインターナショナルチーム（8名）と共に様々
な体験をする。• 聖書の学びと祈りによってクリスチャンとしての信仰を
確認する。• イエス様にある希望を分かち合うための自信を身につける。• 
アウトドア・アドベンチャー（バックパッキング、カヤック、キャンプ）
を通して聖書的なコミュニティを経験し、自分をより深く知る。	
＊Off The GRIDは肉体的に厳しいものです。 厳しい環境の中、何日もか
けてハイキングとカヤックをします。 体調が整っていること、また一日中
動き回ることのできる体力が必要です。健康は必須です。

１週間 １週間

３ヶ月間

２ヶ月半10日間
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OM（Operation Mobilisation）は、世界約
110 カ国で 3200 名が活動している超教派の
国際的宣教団体です。

OM は世界宣教のために奉仕者の育成と、最
も福音が伝えられていない地域への伝道、そ
してイエスに従うものによる生き生きとし

たコミュニティが形づくられ、それらが育成
されていくことを目標にしています。

ドゥロス・ホープとは「希望の奉仕者（希望のために仕える者）」。２０２３年に
いよいよ就航の予定です。この船はOM５隻目の船となり、姉妹船であるロゴ
スホープ号と共に世界中の港で「知識・支援・希望」を分かち合います。

ドゥロス・ホープ号は、より地域に密着した宣教船の第一号です。まだ神の愛
を知らない人々の７０％が住むとされる東南アジア地域をメインに奉仕する
予定です。

現在、シンガポールにて必要な整備がなされていますが、技術的な準備だけ
でなく、船員、そして祈りと資金援助者が必要となります。どうか続けてお祈り
ください。

近況報告

OM船ドゥロス •ホープ号の紹介 行こう

祈ろう

ドゥロス・ホープ号　
	U アジア全域 	� 1年間または2年間
	| ロゴスホープ号よりも小さい５階建てで、乗
組員は約１４０人。船内ではIT、エンジニア、
コミュニケーション、ギャリー（厨房）、ブッ
クフェアなど様々な役割があり、自分の能力
や経験、賜物を活かした奉仕の機会が多くあ
ります。多国籍の兄弟姉妹と共に船での宣教
を経験してみたい方、ぜひＯＭ日本事務局に
お問い合わせください！

•�改修工事が無事に終わり、
２０２３年に主のご用の
ために用いられるように。

•�世界中の若者が動員され、
10/40 ウインドウにおける
宣教の働きに用いられる
よう。

新OM船
ドゥロス •ホープ号

全長：85.5m　トン数：3370　クルー数：146名

Facebook
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